
一

ダ
ウ
・ジ
ョ
ー
ン
ズ

概
要

ダ
ウ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
、
全
世
界
に
１

７
０
０
人
も
の
ビ
ジ
ネ
ス
記
者
を
持
ち
、

新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
電
子

メ
デ
ィ
ア
を
擁
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
で
世
界

最
大
級
の
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
企
業
で
あ

る
。
１
８
８
２
年
に
当
時
３．
歳
の
チ
ャ
ー

ル
ズ

・
ダ
ウ
と
２７
歳
の
エ
ド
ワ
ー
ド

・
ジ

ョ
ー
ン
ズ
が
作
り
上
げ
、
１
２
２
年
後
の

今
日
で
は
、
従
業
員
６
８
０
０
人
超
を
擁

す
る
。

そ
の
主
要
事
業
内
容
は
①
経
済
紙
ウ
オ

ー
ル
・
ス
ト
ツ
ー
ト
・
ジ
ヤ
ー
ナ
ル
、
金

融
専
門
紙
バ
ロ
ン
ズ

（口
”
Ｒ
ｏ
Ｆ
】り
を
初

め
と
す
る
新
聞
・
雑
誌
の
出
版
、
②
金
融

等
の
専
門
情
報
を
ノ
ア
ル
・
タ
イ
ム
で
電

子
配
信
す
る
ダ
ウ
ｏ
ジ
ョ
ー
ン
ズ

。
ニ
ュ

ー
ズ
ワ
イ
ヤ
ー
ズ
や
Ｗ
Ｓ
Ｊ
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、で
読
め
る
電
∽
】
・命
ｏ
Ｓ
に
代
表
さ
れ

る
電
子
情
報
部
門
、
③
地
方
紙
部
門
の
３

部
門
、
に
集
約
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
１

９
９
８
年
に
同
社
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ

（ア
ジ
ア
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
Ｎ
Ｂ
Ｃ
と
共

同
経
営
）
に
よ
り
、世
界
の
視
聴
可
能
世
帯

１
億
７
０
０
０
万
世
帯
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
影
響
力
を
広

げ
る
。

こ
の
ダ
ウ

。
ジ

ョ
ー
ン
ズ
が
算
出
し
て

い
る
株
式
指
数
の
一
つ
に
１
０
０
年
以
上

の
長
い
歴
史
を
持
つ
「Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
」
（ダ
ウ

。
ジ

ョ
ー
ン
ズ
エ
業
株
価
平
均
）
が
あ
る
。

ま
た
１
９
９
９
年
に
、
企
業
の
持
続
可
能

性
を
測
る
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を
財

務
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
環
境
面
、
社
会

的
な
側
面
等
の
様
々
な
角
度
か
ら
判
断
す

る
指
標
、
「サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
ツ
テ
ィ
・イ
ン

デ
ッ
ク
ス

（株
価
指
数
と
を
発
表
。
日
本

企
業
で
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
、
ノ
ニ
ー
、
イ
ト

ー
ョ
ー
カ
ド
ー
、
ト
ヨ
タ
な
ど
３５
社
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

Ｗ
Ｓ
Ｊ
は
米
国
で
発
行
部
数
約
１
８
９

万
部
を
誇
り
、
国
際
版
を
合
め
る
と
約
２

０
７
万
部
以
上
の
実
績
を
も
つ
、
世
界
の

エ
ノ
ー
ト
層
に
多
大
な
影
響
力
を
持
つ
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
紙
で
あ
る
。
例
え

ば
ア
メ
ノ
カ
の
Ｗ
Ｓ
Ｊ
の
読
者
平
均
個
人

年
収
は
約
１８
万
７
千
ド
ル
、
読
者
平
均
世

帯
資
産
額
は
約
２
２
１
万
７
千
ド
ル
と
い

う
。
ま
た
ア
ジ
ア
版
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
版
Ｗ

Ｓ
Ｊ
の
読
者
平
均
個
人
年
収
は
そ
れ
ぞ
れ
、

世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
紙
で
極
め
て
大
き
な
影
筆
力
の
あ
る
ウ
ォ
ー
ル
・ス
ト
リ
ー
ト
・ジ
ャ
ー
ナ
ル
（以
下
Ｗ
Ｓ
Ｊ
）を
発
行
す
る
、

ダ
ウ
・ジ
ョ
ー
ン
ズ
＆
カ
ン
パ
ニ
ー
（以
下
ダ
ウ
・ジ
ョ
ー
ン
ズ
）
。同
社
の
筆
頭
副
社
長
兼
ウ
ォ
ー
ル
・ス
ト
リ
ー
ト
・ジ
ャ
ー
ナ
ル
発
行
人
の
、

カ
レ
ン
・エ
リ
オ
ツ
ト
・ハ
ウ
ス
女
史
に
、同
社
の
強
み
、競
合
会
社
と
の
差
別
化
要
因
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
そ
の
ポ
やイ
ン
Ｆ
一ン
グ
、
日
本
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・レ
ピ
ュ
ア
ー
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
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２２
万
８
千
ド
ル
と
２５
万
６
千
ド
ル
、
読
者

平
均
世
帯
資
産
額
は
そ
れ
ぞ
れ
、
２
２
４

万
８
千
ド
ル
と
２
４
１
万
９
千
ド
ル
に
も

及
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
米
国
の
み
な
ら
ず
、

ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
や
富
裕
層
に
対
し
て
も
非

常
に
影
響
力
が
強
い
新
聞
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
紙
の
鈍
い
分
析
と
奥
深
い
コ
メ

ン
ト
に
は
高
い
定
評
が
あ
り
、
多
く
の
ビ

ジ
ネ
ス
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
、
政
府
高
官
、

オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
か
ら
信
頼
さ
れ

て
い
る
。
同
紙
の
記
者
の
う
ち
２７
名
が
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
名
誉
あ
る
ピ
ュ

ー
リ
ッ
ツ
ア
賞
を
受
賞
。

２
０
０
３
年
度
の
解
説
部
門
で
も
、
同

紙
の
１７
名
の
記
者
が
エ
ン
ロ
ン
、　
ワ
ー
ル

ド
コ
ム
を
初
め
と
す
る
企
業
の
不
正
疑
惑

に
関
す
る
解
説
記
事
で
、
ピ

ュ
ー
リ
ッ
ツ

ア
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

ま
た
日
本
で
は
昨
年
、
１
９
８
５
年
以

来
初
め
て
の
女
性
支
局
長
に
小
野
由
美
子

氏
が
就
任
し
て
話
題
と
な
る
。

一
然
如
　　　　　　　　析

ア
メ
リ
カ
新
聞
協
会
に
よ
る
２
０
０
４

年
出
版
業
界
の
動
向
予
想
は
、
広
告
の
売

上
成
長
率
が
４
％
の
プ
ラ
ス
。
し
か
し
、

昨
年
１２
月
半
ば
に
行
わ
れ
た
、　
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク

・
メ
デ
ィ
ア

・
カ
ン
フ
ェ
ラ
ン
ス
で

の
出
版
業
界
の
各
社

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に

よ
る
と
、
２
０
０
４
年
業
界
の
売
上
高
増

加
の
予
測
は
コ
ス
ト
上
井
に
伴
い
差
し
引

か
れ
る
。

次
に
各
証
券
会
社
調
査
部
の
ダ
ウ

・
ジ

ョ
ー
ン
ズ
社
へ
の
評
価
は
以
下
の
点
に
要

約
で
き
る
。
①
Ｗ
Ｓ
Ｊ
の
広
告
収
入
は
、

一
定
の
回
復
未
訓
で
は
な
い
が
、
全
体
と

し
て
改
善
し
て
い
る
。
Ｃ
過
去
数
年
の
編

集

へ
の
投
資
成
果
に
よ
り
、
よ
り
積
極
的

な
広
告

・
セ
ー
ル
ス
が
期
待
で
き
る
。
③

生
産
ラ
イ
ン
の
世
界
机
枝
で
の
再
編

・
統

合
の
効
果
は
徐
々
に
出
て
い
全
）
④
業
界

が
比
較
的
困
難
な
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
社
の
投
資
方
向
は
非
常
に
良
い
方
向
に

向
い
て
い
る
。
⑤
今
後
の
米
―…―‥―
経
済
が
強

ま
る
に
従
い
、
数
年
後
に
は
か
な
り
大
き

な
リ
タ
ー
ン
を
生
む
と
椎
測

（米
メ
リ
ル

リ
ン
チ
証
券
）。
⑥
懸
念
点
と
し
て
は
、
業

界
全
体
の
リ
ス
ク
要
因
の
影
響
が
主
に
挙

げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
順
調
に
‐トーー
復
に
向

か
っ
て
い
る
米
国
経
済
が
、
今
後

一
定
期

間
内
で
の
回
復
が
な
さ
れ
な
い
場
合

（特

に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連
と
Ｂ
２
Ｂ
関
連
事

業
の
広
告
費
が
■
向
き
に
な
ら
な
い
場
合
）

で
あ
る
。

一
「正
確
さ
」
と
「公
正
さ
」

昨
年
１０
月
に
、
ダ
ウ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
社

筆
頭
副
社
長
の
ハ
ウ
ス
氏
、
ウ
ィ
ル
ノ
ン

Ｗ
Ｓ
Ｊ
副
社
長
（広
告
担
当
最
高
責
任
者
、

元
ア
ジ
ア

・
ウ
オ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト

・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
発
行
人
）、
同
社
の
関
阿
日
本

代
表
、
お
よ
び
小
誌
編
集
長
の
田
中
氏
が

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
同
席
し
た
。

筆
者
の

「Ｗ
Ｓ
Ｊ
の
強
さ
と
は
何
か
？

な
ど
、
世
界
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
や
政
府

高
官
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
に
支
持

さ
れ
信
頼
さ
れ
て
い
る
の
か
？
」
と
の
質

問
に
対
し
て
、
発
行
人
の
カ
レ
ン
・
ハ
ウ

ス
氏
は
、
ヨ
正
確
さ
』
と

『公
正
さ
』
に
対

す
る
、
記
考
や
編
集
者
の
本
当
に
献
身
的

な
姿
勢
へ
の
信
頼
感
で
す
」
と
答
え
た
。

ハ
ウ
ス
氏
は

「今
ほ
ど

『正
確
さ
』
と

『公
正
さ
』
の
必
要
性
が
五
ん
じ
ら
れ
て
い

る
時
は
な
く
、
そ
の
よ
り
高
い
基
準
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
「な

ぜ
な
ら
、
人
々
は
単
純
に
こ
の

『正
確
で

カレン・ハウス氏

WS」 紙を率いる発行人の八ウス女史は、1974年 に「ウ
ォール・ストリート・ジャーナル」のワシントン支局に入

社。1984年 に中近東問題を取上げた記事により、ピュ
ーリッツア賞を皮切りに、外交問題の分析で数々の賞
を受ける。1995年 よリダウ。ジョーンズの国際部門社
長として、同社が海外で発行する全ての新聞 ・出版の

経営、国際営業部門、海外での出資や提携を統括。社
外でも、外交問題審議会の委員長(現在はメンバー)や
アジア・ソサエティーの理事等を務め、外交問題に精力
的に関わり、社会に貢献してきた。現在では、ダウ・ジ
ョーンズ社筆頭副社長兼グ回―バル・ウォール・ストリ
ート・ジャーナル発行人としてのほか、CNBCヨ ーロッ
パ ・アジアの同社側の代表として経営にも携わってしヽ

る。
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公
正
』
な
記
事
を
も
と
に
、
あ
ら
ゆ
る
ビ

ジ
ネ
ス
機
会
に
お
い
て
意
思
決
定
を
行
う

か
ら
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
『正
確
さ
』

と

『公
正
さ
』
に
お
い
て
大
き
な
責
任
が

あ
る
」
と
そ
の
理
由
を
毅
然
と
語
る
。
「そ

し
て
そ
の
私
達
の
責
任
こ
そ
が
、
Ｗ
Ｓ
Ｊ

に
対
し
て
大
き
な
信
頼
感
を
も
た
ら
し
、

米
国
で
現
在
ま
で
に
最
も
信
頼
の
置
け
る

ニ
ュ
ー
ス
・
ノ
ー
ス
と
な
り
、
又
こ
れ
か

ら
も
あ
り
続
け
る
の
で
す
。
私
達
は
そ
の

こ
と
に
対
し
て
、
大
変
誇
り
に
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
日
々
そ
の
姿
勢
を
貫
き
堅

持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
力
強
く

五
ｍ
っ
ｒヽヽ
。

日
本
に
お
い
て
も
、
先
般
日
本
テ
レ
ビ

の
視
聴
率
の
改
貧
の
件
や

「や
ら
せ
」
の

件
で
、
改
め
て
メ
デ
ィ
ア
に
携
る
人
の
倫

理
観
、
公
正
さ
、
正
確
さ
を
求
め
る
、
読

者

。
視
聴
者
の
声
は
高
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
昨
年
５
月
に
明
る
み
に
出
た
、　
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・タ
イ
ム
ズ
（以
下
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
）

の
記
者
の
不
祥
事
の
件
に
よ
り
米
国
で
も

同
様
に
そ
の
声
は
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
の
不
祥
事
の
問
題
を

振
り
返
り
、
Ｗ
Ｓ
Ｊ
で
は
同
様
の
問
題
の

原
因
が
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
未
然

に
防
が
れ
て
い
る
か
比
較
す
る
と
面
白
い
。

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
の
記
者
、
ジ
ョ
イ
ノ
ン
・

ブ
レ
ア
氏
は
４
年
間
の
同
社
在
職
期
間
に

大
量
の
盗
用
と
埋
造
を
図
り
、
同
氏
及
び

編
集
主
幹
、
編
集
長
が
辞
任
に
追
い
込
ま

れ
た
。
ま
ず
、
倫
理
上
の
問
題
に
関
し
て

は
、
同
氏
が
他
人
の
メ
モ
を
度
々
見
て
い

た
形
跡
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

に
対
し
て
社
内
で
の
取
り
締
り
が
希
薄
で

あ
っ
た
。

一
方
、
Ｗ
Ｓ
Ｊ
で
は
、　
ニ
ュ
ー
ス
の
正

確
さ
と
公
正
さ
を
堅
持
す
る
た
め
、
編
集

者
と
記
者
の
教
育
に
十
分
時
間
を
割
き
、

社
内
体
制
の
強
化
を
講
じ
る
と
同
時
に
、

現
場
レ
ベ
ル
で
編
集
者
と
記
者
に
よ
る
チ

ェ
ッ
ク
に
継
ぐ
チ
ェ
ッ
ク
を
習
慣
化
し
、

シ
ス
テ

ム
と

し

て
、
あ

っ
て
は
な
ら
な

い

問
題
を
避
け
る
努
力
を
徹
底
し
て
い
る
と

い
う
。
「弊
社
の
信
頼
で
き
る
弁
護
士
、
第

一
面
の
編
集
者
、
部
署
の
編
集
責
任
者
で

構
成
さ
れ
る
委
員
会
を
設
置
し
、
よ
り
高

い
倫
理
を
堅
持
す
る
努
力
を
し
て
い
る
」

と
い
う
。
例
え
ば
、
「新
人
の
記
者
達
だ
け

で
は
な
く
、
同
社
の
ア
ジ
ア
、　
ヨ
ー
ロ
ツ

パ
に
い
る
記
者
達
に
対
し
て
も
、
委
員
会

が
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
を
定
期
的
に
開

き
、
直
接
対
話
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
倫
理

訓
練

・
教
育
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
」
と
い

う
。
具
外
的
な
ケ
ー
ス
を
例
に
取
る
と
、

「も
し
、
あ
る
会
社
が
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置

き
忘
れ
た
書
類
を
見
つ
け
た
場
合
、
Ｗ
Ｓ

Ｊ
の
記
者
と
し
て
そ
の
書
類
を
取
り
上
げ

る
権
利
は
あ
る
の
か
ど
う
か
の
質
問
を
記

者
達
に
ぶ
つ
け
ま
す
。
私
達
の
答
え
は
、

そ
の
会
社
が
ま
だ
そ
の
部
屋
を
使

っ
て
い

る
間
は
、
絶
対
に

『ノ
ー
』
で
す
。
も
し

会
社
の
人
達
が
外
に
出
て
、
そ
の
紙
を
置

い
て
い
っ
た
場
合
、
も
し
く
は
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
終
了
し
て
部
屋
か
ら
出
て
行
っ
た

場
合
、
社
員
は
そ
れ
を
拾
っ
て
読
ん
で
も

い
い
等
な
ど
の
『Ｑ
＆
Ａ
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
』

を
行
い
ま
す
」。
こ
の
よ
う
に
「何
が
正
確

で
あ
り
、
何
が
公
正
で
あ
る
か
」
と
い
う

一
通
の
事
例
を
通
じ
て
記
者
達
が
共
通
の

認
識
を
持
つ
よ
う
に
徹
底
し
て
い
る
と
い

力一，／。次
に
情
報
源
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム

ズ
の
記
者
ブ

レ
ア
氏
が
捏
造
の
疑
い
を
掛

け
ら
れ
た
と
き
に
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
社
内

で
ブ

レ
ア
氏
に
対
し
て
匿
名
の
情
報
源
を

明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
求
め
る
よ
う
な
こ

と
は
無
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
彼
を
担
当
か

ら
外
す
と
い
う
話
も
な
か
っ
た
と
新
聞
で

報
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
ダ
ウ

。
ジ

ョ
ー
ン

ズ
社
で
は
、
「記
者
が
特
定
の
記
事
を
作
成

す
る
と
決
め
て
か
ら
、
編
集
者
と
記
者
が

何
日
も
か
け
て
、
ど
の
様
な
取
材
が
行
わ

れ
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
か
、
誰
に
取
材

し
て
い
る
か
を
互
い
に
質
問
し
合
い
確
認

し
続
け
る
プ
ロ
セ
ス
を
徹
底
し
て
い
ま
す
」。

つ
ま
り
、
「Ｗ
Ｓ
Ｊ
で
は
、
情
報
源
含
一
ュ

ー
ス
・
ノ
ー
ス
）
の
出
所
は
記
者
に
で
は

な
く
、
Ｗ
Ｓ
Ｊ
に
属
す
た
め
、
記
者
は
編

集
者
に
対
し
て
、
情
報
源
を
匿
名
に
す
る

こ
と
は
出
来
ず
、
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
ま
た
記
者
が
誰
に
話

を
し
、
も
し
く
は
誰
と
話
を
し
て
い
な
い

か
を
編
集
者
が
事
実
上
理
解
し
、
記
者
が

『公
正
』
な
記
事
を
書
く
こ
と
を
確
実
に
す

る
た
め
の
も
う

一
つ
の
予
防
手
段

（セ
ー

フ
ガ
ー
ド
）
で
す
」
と
説
明
す
る
。

「正
確
さ
」
と

「公
正
さ
」
を
保
つ
こ
と

は
、
「毎
日
の
、
毎
分
毎
分
の
命
題
（仕
事
と

と
ハ
ウ
ス
氏
は
認
識
し
、
「私
達
は
ま
だ
確

定
し
て
い
な
い
情
報
や
、
そ
の
話
題
の
人

物
の
コ
メ
ン
ト
が
な
い
場
合
に
は
記
事
に

は
し
ま
せ
ん
」
と
続
け
る
。
そ
の
対
象
者

の
情
報
は
記
事
を
作
成
す
る
上
で
助
け
に

な
り
ま
す
し
、
ま
た

『公
正
』
で
あ
る
だ

け
で
は
な
く
、
勿
論

『正
確
さ
』
に
お
い

て
も
そ
の
情
報
は
必
要
だ
か
ら
で
す
」
と

主
四る
。
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ハ
ウ
ス
氏
に
「ラ
イ
バ
ル
紙
は
ど
こ
か
？

何
が
違
う
の
か
？
例
え
ば
、
Ｗ
Ｓ
Ｊ
と
Ｎ

Ｙ
タ
イ
ム
ズ
、
あ
る
い
は
、
日
本
経
済
新

聞
を
ど
の
よ
う
に
比
較
す
る
か
」
と
尋
ね

た
。筆

者
の
質
問
に
対
し
て
ハ
ウ
ス
氏
は
「読

者
が
読
む
た
め
に
割
く

『時
間
』
こ
そ
が
、

最
大
の
ラ
イ
バ
ル
で
す
」
と
力
強
く
語
る
。

「な
ぜ
な
ら
弊
紙
の
ニ
ュ
ー
ス
の
質
の
高
さ

と
妥
当
性
を
多
く
の
方
々
に
認
め
て
項
い

て
お
り
ま
す
が
、
問
題
は
誰
も
が
Ｗ
Ｓ
Ｊ

を
読
む
時
間
を
捻
出
す
る
の
に
苦
労
し
て

い
る
の
で
す
」。

「ま
ず
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
は
、
必
ず
し
も

競
争
相
手
に
は
な
り
え
ま
せ
ん
。
Ｗ
Ｓ
Ｊ

は
ビ
ジ
ネ
ス
紙
で
あ
り
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ

は

一
般
紙
だ
か
ら
で
す
。
私
達
は
様
々
な

地
域
に
お
い
て
、
何
が
最
も
ビ
ジ
ネ
ス
に

と
っ
て
大
切
な
問
題
か
に
焦
点
を
当
て
ま

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
に
影

響
を
及
ぼ
す
世
界
の
主
要
な
政
治
的
な
不

安
定
要
素
（問
題
）
に
つ
い
て
紙
面
を
割
き

ま
す
。
Ｗ
Ｓ
Ｊ
と
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
の
毎
日

の
第

一
面
を
見
て
項
く
と
分
か
り
ま
す
が
、

我
々
は
政
治
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
と
の
関
連
性
か
ら
と
て
も
慎
重
に
選

び
ま
す
。　
一
方
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
は
、
読
者

が
望
ん
で
い
る
政
治
的
な
関
心
事
に
つ
い

て
扱
い
ま
す
。
つ
ま
り
焦
点
が
我
々
と
は

異
な
る
の
で
す
」。

次
に
日
本
経
済
新
聞

（以
下
日
経
）
に

つ
い
て
は
、
素
晴
ら
し
い
新
聞
社
で
は
あ

る
が
、
競
合
と
は
言
え
な
い
と
い
う
。
「日

経
が
世
界
の
多
く
の
読
者
か
ら
読
ま
れ
る

な
ら
、
私
達
の
様
に
そ
の
読
者
か
ら
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

お
そ
ら
く
日
経
の
記
者
達
は
、
よ
り
多
く

の
世
界
中
の
人
達
が
読
む
よ
う
に
な
れ
ば
、

よ
り
活
性
化
し
元
気
が
出
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
記
者
と
い
う
も

の
は
、
書
い
た
記
事

へ
の
読
者
か
ら
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
欲
し
が
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
日
経
の
記
者
は
日
本
人
の
読
者
か

ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
受
け
ま
す
が
、

海
外
の
読
者
か
ら
は
同
じ
よ
う
に
は
得
ら

れ
ま
せ
ん
。
私
達
に
そ
れ
が
出
来
る
の
は
、

単
に
英
語
が
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
共
通
語

だ
か
ら
で
す
。
そ
し
て
読
者
は
Ｗ
Ｓ
Ｊ
を

読
み
、
工足
足
的
に
も
否
定
的
に
も
私
ど
も

の
書
い
た
記
事
に
反
応
を
示
し
関
心
を
持

ち
ま
す
。
記
者
に
と
っ
て
、
読
者
が
自
分

の
記
事
を
読
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
と

て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
し
、
お
そ

ら
く
そ
れ
が
、
記
者
の
気
を
引
き
締
め
ま

す
し
、
よ
り
注
意
深
く
さ
せ
る
で
し
ょ
う
。

も
し
記
者
が
世
界
の
読
者
の
た
め
に
書
い

て
い
る
と
す
る
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
見
方
や
、
日
本
、　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
見
方
だ
け
に
偏
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
世
界
中
の
人
達
が
自
分
の
記

事
を
読
ん
で
い
る
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
こ
そ
が

『公
正
さ
』
と

『正
確
さ
』
の
強
力
な
礎
に
な
る
も
う

一
つ

の
要
因
だ
と
思
い
ま
す
」。

次
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
ど
の

様
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
を
取
っ
て
い
る
か
質
問
し
た
。

ハ
ウ
ス
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「我
々
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
の
ポ
ジ
シ

ョ
ニ
ン
グ
は
、
Ｗ
Ｓ
Ｊ
を
ア
メ
ソ
カ

・
ブ

ラ
ン
ド
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア

・
グ
ラ
ン
ド

で
も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
グ
ラ
ン
ド
で

も
な
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
に
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
達
の
編
集
の

使
命
は
そ
の
一
点
に
あ
り
ま
す
。
私
達
は

過
去
何
年
に
も
わ
た
リ
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
初
め
世
界
中
に
記
者
を
送
る
こ
と

に
力
を
注
ぎ
込
ん
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で

以
上
に
人
々
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
関

心
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
企
業
や

タ
イ
企
業
な
ど
の
特
定
の
国
の
企
業
だ
け

を
中
心
に
記
事
と
し
て
扱
う
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
世
界
の
読
者
の
為
に
、
企
業
の

戦
略
、
業
界
競
合
他
社
を
鑑
み
、
企
業
を

理
解
し
記
事
を
書
き
ま
す
。
読
者
と
し
て

私
ど
も
が
求
め
て
い
る
人
達
は
、
何
ら
か

の
形
で
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
っ
て

い
る
人
達
で
あ
り
、
国
境
を
越
え
た
物
の

見
方
を
し
、
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
の
で

き
る
人
達
で
す
。
日
増
し
に
そ
の
必
要
性

は
高
ま
っ
て
い
ま
す
」。

「ま
た
、
私
達
は
常
に
何
者
で
あ
る
か
を

知
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
Ｗ
Ｓ
Ｊ
が

『世
界
で
ベ
ス
ト

な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
紙
』
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
弊
社
は

『グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
ノ

ー
ダ
ー
』
で
あ
る
と
い
う
広
告
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
私
達
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
る

た
め
に
は
、
明
ら
か
に
そ
れ
を
実
行
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
多
く

の
構
造
改
革
を
行

っ
て
き
ま
し
た
」
と
ハ

ウ
ス
氏
は
力
説
し
、
「そ
の
点
は
、
他
紙

や
他
出
版
会
社
と
は
異
な
っ
た
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
で
あ
る
」
と
マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ィ
ル

ノ
ン
氏

（Ｗ
Ｓ
Ｊ
副
社
長
兼
広
告
担
当
最
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高
責
任
者
）
も
コ
メ
ン
ト
す
る
。
実
際
、

事
業
の
再
編
等
を
着
実
に
進
め
て
き
た
。

例
え
ば
、
Ｗ
Ｓ
Ｊ
の
編
集
、
広
告
、　
ニ
ュ

ー
ス
・
デ
ス
ク
、　
コ
ピ
ー
デ
ス
ク
の
構
成

（管
理
）
を
改
編
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
「以
前
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
ア

メ
ソ
カ
と
地
域
ご
と
に
責
任
と
役
割
が
分

か
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
事
業
再
編
に

よ
り
、
編
集
に
お
い
て
は
発
行
人
の
指
導

下
で
、
各
地
域
の
責
任
者
が
非
常
に
密
接

に
連
絡
を
取
り
合
い
関
わ
り
が
強
く
な
り

ま
し
た
。
同
様
に
、
広
告
、　
ニ
ュ
ー
ス
・

デ
ス
ク
の
分
野
で
も
、
各
地
域
間
で
の
デ

ー
タ
共
有
を
含
め
、
関
係
が
深
ま
り
ま
し

た
。
更
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ピ
ー
デ
ス
ク

部
門
は
２４
時
間
営
業
し
続
け
、
最
新
の
米

国
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ア
ジ
ア
に
、
最
新
の
ア

ジ
ア
の
ニ
ュ
ー
ス
を
米
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
配
信
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
リ
グ
ロ
ー
バ

ル
で
活
躍
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
グ
ゼ
ク
テ

ィ
ブ
に
常
に
よ
り
最
新
の
情
報

・
ニ
ュ
ー

ス
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
」
と
説
明
す

る
。
こ
の
よ
う
に
、
『世
界
で
ベ
ス
ト
な
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
紙
』
で
あ
る
た
め

に
も
、
ダ
ウ

・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
社
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
点
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
存
在

す
る
読
者
に
、
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
を
配
信

す
る
た
め
に
も
、
す
な
わ
ち
地
域
別
で
責

任
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、

緊
密
に
関
わ
る
構
造
改
革
を
断
行
し
て
い

ＺＯ
。そ

の
一
方
、　
ハ
ウ
ス
氏
は
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
は
決
し
て
均
質
化
を
指
す
こ
と
で
も

な
く
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
指
す
こ
と
で
も
な
い
と
強
調
し
た
。

「例
え
ば
ア
ジ
ア
版
の
Ｗ
Ｓ
Ｊ
は
、
北
米
版

と
は
第

一
面
が
明
確
に
異
な
り
ま
す
」。
つ

ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
と
っ
て
最
も
関

心
の
強
い
ニ
ュ
ー
ス
が
第

一
面
に
載
る
と

い
＞フ
。

筆
者
は
、
ハ
ウ
ス
氏
、
ウ
ィ
ル
ノ
ン
氏

に

「日
本
企
業
の
海
外
で
の
評
価
は
過
去

１０
年
ど
の
様
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
か
？

他
の
海
外
企
業
ど
比
べ
て
ど
フ
異
な
る
か
？

グ
ロ
ー
バ
ル
で
活
躍
し
て
い
る
日
本
企
業

の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

・
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
改
善
点
が
あ
る

か
？
」
と
質
問
し
た
。

ま
ず
、
海
外
の
投
資
家
か
ら
の
観
点
で
、

ハ
ウ
ス
氏
は
企
業
の
透
明
性
を
挙
げ
た
。

「情
報
公
開
が
お
そ
ら
く
多
く
の
日
本
企
業

に
と
っ
て
最
大
の
問
題
で
し
ょ
う
。
ご
存

知
の
よ
う
に
米
国
で
は
取
締
役
は
経
営
だ

け
で
は
な
く
、
株
主
に
対
す
る
責
任
を
果

た
す
た
め
に
情
報
公
開
を
率
先
し
、
企
業

の
透
明
性
を
高
め
る
試
み
が
多
く
の
企
業

に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
日

本
、
欧
州
や
そ
の
他
の
回
に
関
し
て
も
今

後
大
き
な
課
題
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

は
、
言
い
換
え
れ
ば
米
国
の
投
資
家
が
日

本
企
業
に
投
資
す
る
と
き
に
、
重
要
と
な

っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」。

次
に
、
長
い
間
企
業
の
再
建
に
力
を
注

い
で
き
た
日
本
企
業
に
エ
ー
ル
を
送
り
、

そ
の
実
情
を
外
に
向
か
っ
て
発
信
す
る
必

要
性
を
語
っ
た
。
「日
本
企
業
は
１
９
７
０

年
代
、
８０
年
代
と
多
岐
の
分
野
で
ベ
ス
ト

で
あ
る
と
い
う
名
声
を
得
て
き
ま
し
た
。

日
本
に
は
、
勤
勉
で
教
育
を
受
け
、
進
取

の
気
概
に
富
む
人
々
が
大
勢
い
ま
す
。
多

く
の
人
が
今
の
日
本
を
８０
年
代
の
米
国
に

例
え
ま
す
。
当
時
米
国
は
日
本
と
の
競
争

に
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て

何
年
も
の
困
難
な
時
期
を
乗
り
越
え
、
１０

‐
‐５
年
間
経
済
成
長
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

そ
し
て
企
業
の
建
て
直
し
を
断
行
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
米
国
は
日
本
よ
り
、

よ
り
早
く
競
争
力
が
つ
い
た
よ
う
に
思
え

ま
す
。
日
本
企
業
は
長
い
期
間
再
建
へ
の

努
力
を
断
行
し
て
き
ま
し
た
。
当
然
そ
れ

は
痛
み
を
伴
う
も
の
で
す
。
日
本
は
経
済

的
な
停
滞
期
を
経
験
し
、
多
く
の
企
業
が

倒
産
す
る
一
方
、
ベ
ス
ト
で
あ
り
続
け
て

き
た
企
業
、
高
い
質
を
も
つ
企
業
は
、
企

業
の
再
建
を
断
行
し
て
き
ま
し
た
。
再
建

を
実
現
し
、
よ
り
良
く
な
っ
た
企
業
は
、

も
っ
と
自
信
を
持
つ
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
」
と
ハ
ウ
ス
氏
は
語
る
。
ウ
ィ
ル
ノ
ン

氏
も
同
様
に

「今
こ
そ
日
本
企
業
が
立
ち

上
が
り
、
市
場
で
正
当
な
地
位
を
占
め
る

時
期
だ
と
思
う
」
と
語
っ
た
。
そ
し
て
、

「こ
れ
ら
企
業
再
建
を
断
行
し
て
き
た
企
業

は
、
次
の
段
階
と
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
外

に
向
か
っ
て
積
極
的
に
発
信
す
る
必
要
性

が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
締
め
く
く

っ

た
。

一
一ク
ロ
ー
バ
ル
■フ
ラ
ン
ド

海
外
の
消
費
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る
に

は
、
国
の
ブ
ラ
ン
ド
を
越
え
た
グ
ロ
ー
バ

マイケル・ウィルソン氏
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ル
・
グ
ラ
ン
ド
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
成

功
し
て
い
る
日
系
企
業
、
海
外
企
業
の
多

く
に
も
共
通
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
図
る

米
企
業
、
ダ
ウ

。
ジ

ョ
ー
ン
ズ
は
日
系
企

業
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
と
い
う
。
ウ
ィ
ル

ノ
ン
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「過
去
３０
年
以
上
に
わ
た
り
、
日
本
か
ら

ア
メ
ソ
カ
ヘ
多
く
の
優
れ
た
、
革
新
的
な

商
品
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
自
動
車
業

界
、
電
気
製
品
業
界
な
ど
が
そ
の
分
野
で

す
。
我
々
が
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
プ
ラ
ズ

マ
Ｔ
Ｖ
を
考
え
る
と
き
は
、
ま
ず
日
本
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
考
え
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
ベ
ス
ト
だ
か
ら
で

す
。
ノ
一キ
ー
、
ト
ヨ
タ
、
が
代
表
的
な
例

で
し
ょ
う
。
例
え
ば
レ
ク
サ
ス
は
、
当
然

米
国
の
自
動
車
の
中
で
ト
ッ
プ
の
一
つ
で

も
あ
り
、
最
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

日
産
の
イ
ン
フ
ィ
エ
テ
ィ
ー
も
急
速
に
人

気
を
得
て
き
て
い
ま
す
。
問
題
は
、
こ
れ

ら
の
成
功
し
て
い
る
企
業
は
日
本
の
グ
ラ

ン
ド
な
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
グ
ロ

ー
バ
ル
・
グ
ラ
ン
ド
な
の
で
し
ょ
う
か
。

お
そ
ら
く
、
ノ
ニ
ー
や
ト
ヨ
タ
は
グ
ロ
ー

バ
ル
・
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
を
確

立
し
、
日
本
の
グ
ラ
ン
ド
を
越
え
て
消
費

者
か
ら
信
頼
を
得
る
の
に
最
も
成
功
し
た

企
業
で
し
ょ
う
。
同
様
に
、
弊
社
は
Ｗ
Ｓ

Ｊ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
ラ
ン
ド
を
作
り
上

げ
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
き
ま
し
た
。
ア

メ
ソ
カ
の
新
聞
や
、
ア
メ
ノ
カ
の
ビ
ジ
ネ

ス
紙
と
い
う
グ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
点
、
日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

か
ら
私
ど
も
は
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
き

ま
し
た
」。

ウ
ィ
ル
ノ
ン
氏
は
広
告
の
観
点
か
ら
も
、

「グ
ロ
ー
バ
ル
・ビ
ジ
ネ
ス
紙
」
と
い
う
自

社
の
強
み
を
生
か
せ
る
こ
と
を
力
説
す
る
。

「私
達
は
１
７
０
０
人
以
上
の
記
者
を
擁

し
、
５３
カ
国
に
１
２
１
の
支
局
を
持
ち
ま

す
。
私
達
は
世
界
中
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

で
あ
る
広
告
主
の
エ
ー
ズ
に
焦
点
を
当
て

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

っ
て
お
り
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
・
グ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
ど
の
よ

う
に
達
成
す
る
か
と
い
う
問
題
意
識
を
も

つ
広
告
主
に
十
分
配
慮
し
、　
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ

・
ソ
ノ
ー
ス
（資
源
）を
い
か
に
効
果

的
に
活
用
す
る
か
に
つ
い
て
の
提
案
を
致

し
ま
す
」
と
ダ
ウ

・
ジ

ョ
ー
ン
ズ
社
だ
か

ら
こ
そ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
広
告
主
に
貢
献

で
き
る
と
説
明
す
る
。

一庭中劇錬擬鳩むように

広
告
媒
体
と
し
て
の
Ｗ
Ｓ
Ｊ
や
ダ
ウ

・

ジ

ョ
ー
ン
ズ
社
の
他
社
と
の
差
別
化
に
つ

い
て
尋
ね
た
。　
ハ
ウ
ス
氏
及
び
ウ
ィ
ル
ノ

ン
氏
は
、
基
本
的
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容

を
重
ん
じ
る
こ
と
、
広
告
を
丁
寧
に
読
み

込
む
読
者
を
持
つ
こ
と
、
そ
れ
ら
読
者
か

ら
の
信
頼
を
集
め
る
こ
と
、
読
者
に
適
し

た
広
告
を
作
る
こ
と
、
そ
し
て
ト
ッ
プ
ビ

ジ
ネ
ス
紙
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド

・
ア
ツ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

ま
ず
ハ
ウ
ス
氏
は

「私
達
は
、
Ｗ
Ｓ
Ｊ

の
広
告
に
非
常
に
高
い
基
準
を
求
め
ま
す
。

広
告
を
内
容
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
Ｗ
Ｓ
Ｊ
の
読
者
を
尊
重
し
、

注
目
を
た
だ
引
き
つ
け
る
た
め
だ
け
に
、

広
告
主
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
逆
さ
ま
に
し
た

り
、
斜
め
に
し
た
り
す
る
様
な
広
告
は
遠

慮
し
て
項
き
ま
す
。
時
と
し
て
広
告
主
は

よ
り
衝
撃
的
な
広
告
を
好
み
ま
す
が
、
広

告
主
に
と
っ
て
長
期
的
に
利
益
に
な
る
こ

と
は
、
読
者
に
広
告
を
読
ん
で
も
ら
う
こ

と
で
す
。
Ｗ
Ｓ
Ｊ
の
読
者
は
た
だ
単
に
絵

や
写
真
を
見
る
の
で
は
な
く
、
本
当
に
深

い
情
報
を
取
り
入
れ
る
読
み
方
を
す
る
習

慣
が
あ
る
た
め
、
よ
り
丁
年
に
広
告
主
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
ま
す
。
広
告
は
ニ
ュ

ー
ス
の
よ
う
に
内
容
が
大
切
で
あ
る
た
め
、

ニ
ュ
ー
ス
を
読
み
慣
れ
て
い
る
読
者
は
、

真
面
目
な
気
持
ち
で
広
告
の
内
容
を
読
む

で
し
ょ
う
」
と
説
明
す
る
。

次
に
ウ
ィ
ル
ノ
ン
氏
は

「弊
紙
の
出
版

物

へ
の
信
頼
、
歴
史
的
な
名
声
、
必
ず
し

も
世
界
第

一
の
ビ
ジ
ネ
ス
紙
と
は
い
え
な

い
と
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
第

一
級
の
ビ

ジ
ネ
ス
出
版
物
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
事
実
は
、
Ｗ
Ｓ
Ｊ
に
広
告
を
載
せ
る

こ
と
で
そ
の
グ
ラ
ン
ド
が
私
た
ち
の
読
者

層
に
対
し
て
強
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
持
た
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
」
と

他
紙
と
の
差
別
化
は
グ
ラ
ン
ド
の
結
合

・
違
想

（ブ
ラ
ン
ド

・
ア
ノ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
）
に
よ
る
メ
ソ
ッ
ト
で
あ
る
と
説
明
し

た
。ダ

ウ

・
ジ

ョ
ー
ン
ズ
の
強
さ
は
さ
ま
ざ

ま
だ
。　
一
言
で
い
う
と
、
世
界
の
質
の
高

い
読
者
か
ら
の
支
持
だ
。
た
だ
し
そ
れ
は

深
い
コ
メ
ン
ト
を
す
る
記
者
、
編
集
者
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
上
に
「正
確
さ
」
「公

平
さ
」
に
対
す
る
ト
ッ
プ
の
執
念
と
組
織

と
し
て
の
徹
底
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
ダ

ウ

。
ジ

ョ
ー
ン
ズ
の
強
さ
は

「グ
ロ
ー
バ

ル
・ビ
ジ
ネ
ス
紙
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
、

近
年
断
行
し
続
け
て
き
た
改
革
の
成
果
で

も
あ
る
。

山序

一押
夕
含
き
し
・の
ぶ
ひ
さ
］

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、
岸
・ア
ン

ド
・ア
ツ
シ
エ
ー
ツ
代
表
取
締
役
。
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